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4～6　血友病児サマーキャンプの概要と実際
中検外来　○紺屋春江　沖田
1　はじめに
　生まれつき、出血の危険がある為に普段、子どもらし
い遊びが満足にできない血友病の子どもたち。そんな子
どもたちを青空のもと、どこまでも自由に遊ばせたい。
その目的の為に、我々医tw，　．Xタ．ッフ＆題児ど家族との深
い信頼関係のもとに、第2回目の血友病児サマーキャン
プを実施したので、ここに報告する。
2　キャンプまでの経過
　キャンプを開催するにあたって、無理のない安全で楽
しいキャンプが実施できるよう、スタッフミーティング
で打ち合わせを何回も重ね、計画をたてた。内容は次の
通りである。
　〈準備日程〉
5月24日
5月30日
第1回スタッフミーティング
1）日程、目的等の説明
2）案内書の配布について
3）準備計画
案内書郵送にて返事をもらう
6月18日～24日迄の間
　　　　　　1）キャンプ場の下見
　　　　　　2）参加者名簿の作成
　　　　　　3）役員の原案作成
　　　　　　4）班の組み合わせ、連絡網の作成
　　　　　　5）ボランティアへのコンタクト
6月28日　第2回スタッフミーティング（ボランテ
　　　　　　ィア参加）
　　　　　　内容の説明と今後の日程などの検討
6月28日中30日迄の間
　　　　　参加者による打ち合わせ会の連絡書配布
7月7日
7月21日
第3回スタッフミーティング（ボランテ
ィア、キャンパー、保護者参加）
1）参加者名簿の配布
2）日程の説明
3）連絡網配布
4）班の組み合わせ表配布
5）班長、各責任者の選出
6）キャンプ内容の希望を発言させる
第4回スタッフミーティング（ボランテ
　　　　　　イア参加）
　　　　　　最終内容の検討
7月26日～28日迄キャンプ実施
〈参加人数＞41名
医師：5名（交代制）
看護婦：1名（交代制）
ボランティア：10名（児童研究会）
キャンパー：20名
保護者：5名　　　　　　　※スタッフ：キャンパー÷2　1
3　キャンプの概要
　昭和60年7月26日より2泊3日の計画で、血友病児サ
マーキャンプが、津久井湖畔（神奈川県）にて行なわれ
血友病の子どもたちが、楽しい一時を過ごした。
　参加者は、中央検査科外来に通院する膨’の
三友病の子どもたち、その保護者5名、ボランティアと
して東医大生と付属看護学生のクラブである“児童研究
会”、そして我々医炭坐ンzq総勢但名である。
　このキャンプでは、子どもは自由に遊び、保護者には
子どもは何でもできるという、その姿を実際に見て知っ
てもらう。また、保護者と医療スタッフが自由な会話を
通じて、何かを汲みとってもらえたらということを主な
ねらいとしている。子どもたちの自主性、協調性を重視
し、保護者と子どもたちはなるべく別々に行動をするよ
うにした。
4　キャンプの実際
　キャンプの内容を表1に示した。
　参加した子どもたちは、ほとんどが年少者である為、
出血を生じてもその症状を訴えないこともありうる。故
に気分不快や歩行状態の異常など出血の早期症状を、他
覚的に把握する必要がある。その手段の一つとして、チ
ェックリストを作製した。（表一皿）このチェックリス
トに基づいて、子どもたちが行動する前後に、看護婦が
問診を行ない治療の必要がある場合には、医師の診察を
受けるようにした。
　万が一に備えて、キャンプ場に近い八王子医療センタ
ーに連絡をとってあったが、何事もなく経過した。
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挑戦してみよう。津久井湖が君達を待っている。さあ、
飛びだそう、新しい自分に向かって……
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1．集合、解散場所、および時間
集合
解散
＝昭和60年7月26日（金）午前10：00
：昭和60年7月28日（日）午後4：00
　　管　集合、解散ともに東京医大外来本館横
宿泊：津久井湖レークロッジ
　　　神奈川県津久井郡津久井町三井名手1023
　　　　　　　　　TEL　0427－84－0444
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また、子どもたちが就寝した後は、保護者と医療スタッ
フが毎日一室に集まって、懇親会を開き次の日の予定を
確認すると共に、その日の子どもたちの様子などを話し
合った。
5　おわりに
　以上、当科で行なっている血友病児サマーキャンプを
紹介した。このサマーキャンプ活動を通して、得る一つ
一つの経験は貴重であり、協調性や自立心の精神を養な
ってくれたにちがいないと確信する。
　3日間を振り返っての子どもたちの感想文には“ぜひ
来年も”との声が多かった。彼らの期待に添えるよう、
スタッフー同、来年以降も続けていく予定である。こう
した新しい分野への試みに、私たち看護婦も今後もひき
続き、関わりをもちながら、子どもたちがより健康児に
近づいた生活ができるよう援助してゆきたい。
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5－1 院内感染について考える
一眼科病棟におけるEKCの原因追求と今後の対策一
6病棟　○伊藤秀子　白須　荒井　小野田
　　　　藤崎　小島　柳谷　小林　久保
　　　　原田　李　田え岡
佐々木　林深沢
真水　釘嶋新盛
1　はじめに
　流行性角結膜炎（EKC）とは、アデノウイルス8型
の接触感染によりおこる。潜伏期は10～14日。特徴
としては、特に結膜充血、眼脂、流涙である。発生時期
は、春から夏にかけて多いといわれていたが、最近では
一年中みられるようになっている。
　当病棟において、以前は年に2～3人の発生であった
が、昭和59年頃より罹患患者が多発し、入院患者の半
数が罹患という事態に及ぶこともあり、院内感染の恐し
さを痛切に感じている。EKCの伝染力はきわめて強く、
感染防止には十分な注意が必要である。
　そこで私達は、EKC発生時の対策の見直しと、伝幡
の原因追求の必要性を感じ、この研究に取り組んだ。
皿　研究方法
　1　昭和60年4月23日～6月24日までに、EK
Cに罹患した患者20名を対象に、発生に至るまでの経
過を一覧表にした．
　2　EKC患者発生時の手順が守られているかどうか
に関し、医師用、看護婦用のアンケートを作製し、その
調査結果を図1、図2に示した。
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